
企業の健康づくりについて
（健康診断など）



協会けんぽ埼玉支部における保健事業について

【健康保険法第１５０条】
保険者は、高齢者の医療の確保に関する法律第２０条の規定による特定健康診査及び同法第２４条の規定によ
る特定保健指導（以下この項及び第１５４条の２において「特定健康診査等」という。）を行うものとするほ
か、特定健康診査等以外の事業であって、健康教育、健康相談及び健康診査並びに健康管理及び疾病の予防に
係る被保険者及びその被扶養者（以下この条において「被保険者等」という。）の自助努力についての支援そ
の他の被保険者等の健康の保持増進のために必要な事業を行うように努めなければならない。

健康診査（健診）を行います

被保険者：委託健診実施機関で生活習慣病予防健診を実施
（埼玉県内では１２7機関と契約）
※生活習慣病予防健診を利用されない場合は「高齢者の医療の確保に関する法律」に基づき、労働安全衛生法
に基づく定期健診の結果を提供していただくこととなります。

被扶養者：他保険者と共同して地域医師会等と契約し特定健診を実施

特定保健指導を行います

被保険者：協会けんぽ保健師等が実施
（一部業務委託しており、約30機関と契約）

被扶養者：他保険者と共同して地域医師会等と契約し実施（利用券を発行）

健康づくり事業等を行います

・重症化予防事業を実施
・健康づくりセミナー、健康相談等を実施
・健康経営の推進（コラボヘルスの実施） 1



特定健診

定期健診

生活習慣病予防健診

人間ドック

協会けんぽから補助

[全従業員]※全額事業主負担
労働安全衛生法第６６条において、事業者に実施が
義務付けられている定期健診の健診結果データを
提供することにより特定健診に置換え可能

[３５歳以上の被保険者（本人）]
定期健診の項目にがん検診を含んだ健診
年齢によっては付加健診(人間ドック並)も補助があり、特定健診・定期健診に置換え可能

利用する健診実施機関によって内容・料金が異なる
日帰りや宿泊型のドックが存在する

[４０歳以上の被扶養者（ご家族）]
高齢者の医療の確保に関する法律で、医療保険者に
実施が義務付けられたメタボに着目した健診

協会けんぽから補助

健診項目の多さ

健
診
費
用

健診 ～各種健診の比較～
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健診 ～上手に活用、健康保険の健診～

①被保険者

②被扶養者

被保険者（本人）

ご案内 前年度の3月 お勤め先（企業）へ対象となる方全員を案内
通年受診可能

対象 35歳以上

検査項目 診察等・血圧測定・尿検査・糞便検査
血液学的検査・生化学的検査
心電図検査
胸部レントゲン検査
胃部レントゲン検査

健診実施機関 埼玉県内 127機関
（他、全国各支部契約機関で受診可能）

自己負担額／総額 5,282円／18,865円

オプション健診（検査） 付加健診・乳がん検診・子宮頸がん検診・肝炎ウイルス検査

被扶養者（家族）

ご案内 4月 被保険者（本人）ご自宅へ案内
通年受診可能

対象 40歳以上

検査項目 診察等・血圧測定・尿検査・血液検査

健診実施機関 埼玉県内 約2,000機関
（他、全国各支部契約機関で受診可能）

自己負担額 0円～1,700円

オプション健診（検査） なし （詳細な健診は医師の判断による）
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健診 ～生活習慣病予防健診～
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健診 ～生活習慣病予防健診～

＋

さ
ら
に
！
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健診 ～生活習慣病予防健診～
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健診 ～生活習慣病予防健診～

協会けんぽは、健診を受診しやすい環境にするため、健診費用の自己負担額を引き下げました！
定期健康診断の項目が含まれ、かつ３種のがん検診が含まれています。この機会にぜひ、生活習

慣病予防健診を受診してください！

一般健診に併せて受診できる「付加健診」も自己負担を引き下げ！さらに、対象年齢が拡大！
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特定健診の対象となる４０歳以上の被保険者の方で、生活習慣
病予防健診をご利用されない場合は、重症化予防（治療勧奨）や
特定保健指導につなげるため、定期健診結果データのご提供をお
願いしております。
定期健康診断の結果データのご提供は法律（※）で事業主様に

義務づけられておりますので、個人情報保護の問題もありません。
※高齢者の医療の確保に関する法律第27条第２項及び第3項

ご提供の流れ

①健診機関から協会けんぽへ
ご提供いただく方法

❸保健指導の
ご案内

❷健診結果
データ抽出

事業主様

協会けんぽ

健診機関

②事業主様から協会けんぽへ
ご提供いただく方法

❶質問票兼同意書、
健診結果票(写)のご提出

事業主様 協会けんぽ

❷保健指導の
ご案内

※健診機関から健診結果データをご提供いただけない場合
事業主様からご提供いただく場合もございます。

❶協会けんぽへ同意又は
健診機関と契約

健診 ～定期健康診断結果データのご提供のお願い～
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健診 ～特定健診～

特定健診とは？

健診の対象

健診の費用
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健診 ～特定健診～

健診の内容
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健診 ～特定健診～

健診受診の流れ

受診できる健診機関は全国で
約5万機関あります。協会けん
ぽのホームページからご確認
ください。
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特定保健指導 ～特定保健指導とは～

特定保健指導は、健診の結果、メタボリックシンドロームのリスクのある40歳～74歳までの
方を対象に行う健康サポートです。健康に関するセルフケア（自己管理）ができるように、健康
づくりの専門家である保健師または管理栄養士が寄り添ってサポートします。
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腹囲と追加リスク（健診結果に基づく下記①②③の数値）と喫煙により判定します。

①血 糖 ②脂 質 ③血 圧

空腹時血糖が１００ｍｇ/ｄｌ以上又は
ＨｂＡ1ｃ（ＮＧＳＰ）５．６％以上

中性脂肪１５０ｍｇ/ｄｌ以上、又は
ＨＤＬコレステロール４０ｍｇ/ｄｌ未満

収縮期血圧１３０ｍｍＨｇ以上
拡張期血圧 ８５ｍｍＨｇ以上

腹囲 追加リスク①～③
①血糖 ②脂質 ③血圧

喫煙歴

判定結果

40～64歳 65～74歳

85ｃｍ以上（男子）
90ｃｍ以上（女性）

２つ以上該当 （問わず） 積極的支援

動機付け支援

１つ以上該当 あり 積極的支援

１つ以上該当 なし 動機付け支援

上記以外で
ＢＭＩ25以上

３つ該当 （問わず） 積極的支援

２つ該当 あり 積極的支援

２つ該当 なし 動機付け支援

１つ該当 （問わず） 動機付け支援

特定保健指導 ～対象者の基準～
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被保険者（ご本人）様の保健指導 被扶養者（ご家族）様の保健指導

○健診後、特定保健指導の対象となる方がいる場合、事業所に特定保健指
導のご案内が届きます。

○特定保健指導は、協会けんぽの保健師・管理栄養士または外部委託機関
※が無料で実施します。
（※健診当日に保健指導を行う健診機関や健診後日に保健指導を実施す

る保健指導専門事業者があります）

○特定保健指導の対象となる方には、ご自宅等に特定保健指導利用券が
届きます。利用券を持参し、特定保健指導実施機関でお受けください。

○特定保健指導実施機関及び費用については、協会けんぽのホームペー
ジでご確認いただくか、埼玉支部までお問い合わせ下さい。

Q1 どうして特定保健指導を
受けた方がいいの？

A1
・生活習慣病はメタボリックシンドロー
ムに深く関係があり、動脈硬化を進
行させるといわれています。
・生活習慣病のリスクが高い方に、リ
スクを減らすための特定保健指導を
実施し、重症化しないようにサポート
をしています。

Q2 特定保健指導って
どんなことをするの？

A2
・現在の生活習慣をお聞きし、無
理せず行える生活習慣改善のた
めのポイントをアドバイスします。
・対象者のライフスタイルに合っ
た生活習慣改善方法を保健師・
管理栄養士が一緒に考え、健康
づくりのサポートをします。

ご自身の健康のために、ぜひ特定保健指導をご利用ください！

特定保健指導 ～ご利用方法～
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重症化予防 ～医療機関への早期受診～

協会けんぽでは、健診の結果、血圧値、血糖値、LDL(悪玉)コレステロール値が「要治療」
「要精密検査」と判定された方で、医療機関への受診が確認できない方へ受診をお勧めするご案
内をお送りしております。

※令和6年10月より、被扶養者（ご家族）にも医療機関への受診の案内をお送りします。



重症化予防 ～健診結果に基づく受診勧奨のお願い～

従業員様の健診結果をご確認された際に、 「要治療」「要精密検査」に該当された方につきま
しては、ご担当者様からも医療機関の受診をお勧めいただきますようご協力をお願いします。

※受診勧奨時にお渡しいただくフォーマットを埼玉支部ホームページに掲載しておりますので、ぜひご活用ください！

受診勧奨時にお渡しいただくフォーマット
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「健康管理」は個人だけの問題ではありません
従業員の「健康管理」を企業が積極的にサポートすることにより……

企業の業績向上や社会的信頼にも影響します！

従業員の健康度の低下や職場環境は、労働災害と深く関係しています。

長時間労働などの過重負荷により発症した脳・心臓疾患やセクハラ・パワハラなどの強い心理的負
荷による精神障害は労働災害に該当する場合があります。

生産年齢人口減少で労働力が高齢化する中、従業員の健康状態の悪化は企業の生産性
を低下させます。

医療費の増加は、最終的には健康保険料や税金の増加を通じて、企業の負担につなが
ります。

②医療費の増加 ⇒ 保険料等の企業の負担の増加

①労働力の高齢化 ⇒ 健康状態の悪化 ⇒ 企業の生産性の低下

イメージ向上

組織活性化生産性向上

労災防止

従業員の健康度

Ｕ Ｐ

組織活性化

従業員の健康度

Ｕ Ｐ

健康経営 ～健康経営が求められる背景～
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健康経営埼玉推進協議会

健康経営にはノウハウが必要です。また、普及促進や健康経営に取り組む企業へのアドバイス等の
フォローアップにはマンパワーが必要です。
埼玉県内で一体となって推進を図るために、自治体と医療保険者による「健康経営埼玉推進協議

会」を設立しました。さらに健康経営の広範囲への普及、健康経営に対してきめ細かいフォロー
アップを行うために、協力事業者も募り、「オール埼玉」で健康経営をサポートしています。

・関東経済産業局
・関東信越厚生局
・埼玉県信用保証協会
・埼玉県医師会
・埼玉産業保健総合支援センター
・埼玉県商工会議所連合会
・埼玉県商工会連合会
・埼玉県中小企業団体中央会

オブザーバー

健康経営をサポートする協力事業者（16団体）

アクサ生命保険株式会社、大塚製薬株式会社、埼玉県社会保険労務士会、埼玉縣信用金庫、

一般社団法人埼玉県中小企業診断協会、株式会社埼玉りそな銀行、住友生命保険相互会社、

損害保険ジャパン株式会社、SOMPOひまわり生命保険株式会社、第一生命保険株式会社、

東京海上日動火災保険株式会社、株式会社日本政策金融公庫、日本生命保険相互会社、

三井住友海上火災保険株式会社、株式会社武蔵野銀行、明治安田生命保険相互会社 （全１６団体）

健康経営の普及・健康経営実践企業へのフォローアップ

埼玉労働局 埼玉県 さいたま市

全国健康保険
協会埼玉支部

健康保険組合
連合会埼玉連合会

健康経営 ～健康経営埼玉推進協議会の取組み～
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【健康経営埼玉推進協議会の歩み】

■（平成30年 9月） 埼玉県、さいたま市と協同で「健康経営埼玉推進協議会」を設立
■（平成30年10月） 協力事業者を公募
■（平成30年11月） 推進協議会と協力事業者が一堂に会し「キックオフミーティング兼

勉強会」を開催
■（平成30年12月） 協力事業者を公募（2回目）
■（平成31年 3月） 健康保険組合連合会埼玉連合会が推進協議会へ新規参画
■（平成31年 3月） 第2回目ミーティング会議（勉強会）を開催

オブザーバーとして「埼玉県信用保証協会」、「埼玉産業保健総合
支援センター」が参加

■（令和元年 5月） 令和元年度 第1回 健康経営埼玉推進協議会を開催
■（令和元年 7月） 令和元年度 第2回 健康経営埼玉推進協議会を開催
■（令和元年12月） 令和元年度 第3回 健康経営埼玉推進協議会を開催
■（令和 ３年 5月） 令和 ３年度 第1回 健康経営埼玉推進協議会を開催
■（令和 ３年12月） オブザーバーとして「埼玉県商工会議所連合会」、

「埼玉県商工会連合会」、「埼玉県中小企業団体中央会」が参加
■（令和４年 1月） 令和 ３年度 第2回 健康経営埼玉推進協議会を開催
■（令和4年 4月） オブザーバーとして「埼玉労働局」が参加
■（令和4年 6月） 令和4年度 第１回 健康経営埼玉推進協議会を開催
■（令和4年 7月） 埼玉労働局が推進協議会へ新規参画
■（令和4年 8月） オブザーバーとして「埼玉県医師会」が参加
■（令和4年 9月） 令和4年度 第2回 健康経営埼玉推進協議会を開催
■（令和4年１１月） 2022健康経営セミナーを開催
■（令和5年4月） 令和5年度 第１回 健康経営埼玉推進協議会を開催



健康宣言 取組みの流れ

事業所

ＳＴＥＰ１

協会けんぽ
埼玉支部

課題確認
ＳＴＥＰ1

職場チェックシート

健康宣言
申込

健康宣言
宣言証

健康経営
取組実践

取組確認
STEP1

結果確認シート

評価・認定
健康優良
企業認定証

ＳＴＥＰ２
チャレンジ

ＳＴＥＰ２

協会けんぽ等
による
サポート

事業所

協会けんぽ
埼玉支部

課題確認
ＳＴＥＰ2

職場チェックシート

健康宣言
申込

健康宣言
宣言証

健康経営
取組実践

取組確認
STEP2

結果確認シート

評価・認定
健康優良
企業認定証

取組継続

協会けんぽ等
による
サポート

ＨＰ企業名公表

ＨＰ企業名公表 ＨＰ企業名公表

ＨＰ企業名公表

（既に取組が進んでいる企業
はＳＴＥＰ２からスタート可）

協会けんぽ埼玉支部では、当支部に健康経営を取り組むことを宣言いただいた加入事業所様の健康づくり
のサポートをしております。
取組内容の難易度により「STEP1」と「STEP2」があります。

スタート

スタート

健康経営 ～埼玉支部の健康宣言～
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≪職場チェックシート≫≪健康宣言応募用紙（STEP1）≫

自社の課題を把握して、できることから無理せず始めてみましょう！！

健康経営 ～埼玉支部の健康宣言～

20



協会けんぽ埼玉支部のサポート例

健康経営 ～埼玉支部の健康宣言～
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関係機関と連携した「オール埼玉」でのサポート例

健康経営 ～埼玉支部の健康宣言～



ご清聴ありがとうございました。
皆様の生活習慣改善、健康づくりに
役立てていただければ幸いです。

協会けんぽ埼玉支部
保健グループ 電話048-658-5915
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